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中

国

で

の

政

争

な

ど

に
、

日

ご

ろ

は

関

心

の

薄
い
…

る
。

な

に

し

ろ
、

こ

と

は

人

事

で

あ

る
。

し

か

も
、

派

サ

ラ

リ

ー

マ

ン

諸

兄

も
、

こ

の

度

は

多

少

の

感

懐

を
…

閥

感

情

む

き

出

し

と

き

て

い

る
。

諸

兄

の

世

界

と

無

抱

い

た

の

で

は

な

か

ろ

う

か
。

…

縁

で

は

あ

る

ま

い
。

む

し

ろ

多

大

の

関

心

を

払
っ

た

「

五

中

全

会
」

で

の

指

導

部

の

入

れ

替

え

で

あ
…

と

み

る
べ

き

か

｜｜O

（
自
慢
は

議
団

詮

籍
、

競性
肺）

『

．
．
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線

内

人

名

年
端一
奇
聞・
来

樹
徳
梯
島
雲
樹
彪
柑一一
平
武
真

毅
春
懐
承
竜
念
泉
株

mK
東一
少
温
習

j
讃

首

首
ニ
小
必

富
徳
伯

先
井
震

旧
制作
閣
陣
痛
治
体
総司市11
源
開
淋判明」一
部
董
彰
陳
李
彰
劉
賀
李
李
誇

副
主
席

口

政

治局

員

1966年
モ沢東主席
林彪副主席

周恩来
陶鋳
陳伯達
郵小平
康生
劉少奇
朱j恵
李富春
陳雲
董必武
陳毅
劉伯承
賀竜
李先念
講震林

1968年
毛沢東主席
林彪副主席

問恩来
陳伯達
康生
朱徳
李富春
陳雲
董必武
陳毅
劉伯承
李先念
徐向前
謡栄譲
葉剣英

文革セ実権派
No.2.とじて失肢P

中央委員

1989年
毛沢東主席
林彪副主席
．耳石

葉剣英
劉伯承

・l江青
朱徳

・｜許世友
陳伯達

・｜陳錫歌
李先念

・｜李作鵬
・｜呉法憲
・｜張春橋
・l郎会作

周恩来
・i挑文元

康
生・｜黄京勝

董必武
・直室塗

eE日は躍進した文革派
および地方軍幹部

．也、・．

・、

中央委員
ー一一73年中央委員
J 74年政治局員

失脚

�ー68埠10月前後｜こ
守実権派．として失脚

←－68年死去

中国新旧幹部人脈図この10年の浮き沈み　週刊読売-1980.03.16



年一部一
羽
交JE
比
百一
橋一
武
晴
丞
青一
友
鋒
歪
徳
興
貴
念一
元

月
東一
恩一
、、

剣
徳
ニZ
萱
必
国
血
一
世
国
登

東一
永
先一
文

ぷ掃
海防
曜

曜日目呉迂陳李一銚

了

会一

票

号

死
去

一・一

九
七

五

年
四

月

死

去

年

京

罰

則

引

劃

配

副

市

鋒
一

剣

小
ニ

国

伯

世

査

’

東
一

氷

錫

先

徳

ぼ翻一葉郵…主宰劉許紀呉迂陳陳李李

E二コ 内は
1976年10月
．四人組事イ生
古失脚

中央委員

1980年
O華国鋒主席

j葉剣英！
；郵Jj＼平j
i李先念；
陳品！

王云；

胡握手B
趨柴陽
章国溝
鳥蘭夫01方毅
劉伯承
許世友01李徳生
余秋里
張廷発01陳来貴01取麟嘉栄藻01イ兜志福徐向前

OI彰沖
郵穎超
王震
童三真

OE日は残存する
文革労レープ

1979年
華国鋒主席
；穀リ英
i郵小平
！李先念i陳雲
i迂璽型J

章国清
鳥蘭夫
方毅
劉伯承
吉午世友
紀登窒
李徳生
呉徳
余和（里
張廷発陳京貴陳錫朕
敵騰嘉栄諜侃志福徐向前章� I中
部穎超
胡躍邦
王 震
彰 真
鎧柴陽

こ

こ

ろ

び

三

起

き

の

郵

副

主

席

山川
為
転
変
は
世
の
習
い
と
は
い

え、
か
く
も
ド
ラ
ス
チ
ァ
ク
な
逆
転

劇
が
あ
ろ
う
か。
か
つ
て
の
冷
や
飯

組
が、
死
者
ま
で
を
引
き
連
れ
て
倫

相岬
台
に
返
り
咲
き、
一
時
は
飛
ぶ
ぬ

tm
と
す
勢
い
だ
っ
た
迎
中
が、
ひ
っ

そ
り
と
消
え
て
い
っ
た・・・・。

「
五
中
全
会」、
正
式
に
は
中
国
共

産
党
第
五
回
中
央
委
員
会
は、
「
哀

切
り
者、
散
の
ま
わ
し
者、
労
働
氏

族」
と
汚
名
を
指
せ
ら
れ
て
追
放
さ

れ、
一
九
六
九
年
十一
月、
河
南
省

中央委員
から昇格

、－
－－

戸 ・M・・－ー咽回・e
－ ．  

死後宅誉回包

77 Tも埠4F.1
年＋一実安門事係
書 官矧

の
開
封
監
獄
で
獄
死
し
て
い
た
劉
少

奇
元
国
家
主
席
を
「
偉
大
な
る
マ
ル

ク
ス
主
義
者・
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー

ト」
と
し
て
名
谷
を
回
復
し、
同
時

に、
文
革
派
の
生
き
残
り、
注
東
興、

紀
登
益、
兵
徳、
保
錫
聯
の
四
人
を

凶年2月苛ぺて汎
とレて失脚
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解
任
し
た
の
で
あ
る。

そ
れ
に
し
て
も
と
の
十
余
年、
中

国
で
の
指
導
者
た
ち
の
浮
き
沈
み
は

激
し
か
っ
た。
そ
の
激
変
ぶ
り
は
前

ベ
l
ジ
表
の
巡
り
で
あ
る。
表
を
ど

覧
い
た
だ
き
た
い。

右
端、
六
二
年
の
メ
ン
バ
ー
か
ら

毛
沢
東、
周
恩
来、
劉
少
脊、
米

徳、
林
彪
ら
の
死
者
を
除
く
と、
と

れ
が
ほ
ぼ
そ
っ
く
り
左
端、
八
O

年、
す
な
わ
ち
今
日
の
メ
ン
バ
ー
と

合
致
す
る
の
に
気
づ
か
れ
よ
う。
約

二
十
年
間
の
激
動
の
胤
を
く
ぐ
っ
て

と
と
に
再
び、
か
つ
て
の
仲
間
が
そ

ろ
い
踏
み
し
て
い
る
の
で
あ
る。

舞
台
回
し
は、
自
ら
も
こ
と
ろ
び

三
起
き
し
た
郵
小
平
副
主
席
で
あ

スw。「
七
七
年
に
実
権
を
援
っ
た
都
小

平
が
や
っ
た
の
は、
ま
ず、

文訟
で
メ

チ
ャ
メ
チ
ャ
に
な
っ
た
凶
を
立
て
院

す
と
と、
次
い
で、
そ
の
時
期
に
ひ

ど
い
自
に
遭
っ
た
老
人
た
ち
に、
よ

い
老
後
を
送
ら
せ
て
や
る
と
と
だ
っ

た。ヨ
ポ
ヨ．ホ
と
い
っ
て
も
よ
い
ほ
ど

の
老
早
人
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
軍
務
税

務
に
い
っ
た
り、
老
文
化
人
が
日
本

週刊読売

に
も
絞
k
と
き
ま
し
た。

そ
し
て
三
番
目、
い
ま
取
り
か
か

っ
て
い
る
の
が、
人
事
で
の

復讐
と

い
っ
て
も
い
い
で
し
ょ
う」
（
読
売

新
聞
外
報
部・

戸刊以
来
夫

記者）

人
事
で
の
報
復

llM聞
は
俄
然、

生
々
し
く
な
る。
経
済
評
論
家
の
内

橋
克
人
さ
ん
が
い
う。

「
ま
あ、
中
小
企
業
に
は、
よ
く

ζ
れ
に
類
し
た
派
閥
抗
争
人
政
が
あ

り
ま
す
ね。
大
き
い
と
ζ
ろ
で
は
つ

い

最近、
山
桃同
製
パ
y
と
三
井
系
の

ぷ
化
学
会
社
で
も
あ
り
ま
し
た。

凶
式
的
に
い
え
ば、

災同仰
を
撮
っ

て
い
た
社
長
が
会
長
に
祭
り
上
げ
ら

れ
て、
飾
り
も
の
に
な
る。
と、
社
長

に
つ
な
が
っ
て
い
た
述
中
も、
主
要

ポ
ス
ト
か
ら
次
K
と
左
遷
さ
れ
て
い

く
が、
会
長
が
笑
絡
を
取
り
戻
す
と

同
時
に
返
り
咲
く
と
い
っ
た
パ
タ
ー

ン
で
す。

今
同
の
中
同
の
人
事
も、
ζ
れ
と

同
じ
な
ん
で
す
ね。
派
閥
抗
争
の
激

し
い
会
社
の
サ
ラ
p
l
マ
γ
に
と
っ

て
は、
き
わ
め
て
教
訓
的
な
で
き
ど

と
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か。
派
関
べ

っ
た
り
で
出
世
を
は
か
ろ
う
と
す
る

の
は、
と
て
も
危
な
い
ん
で
す
よ」

i王東興氏

来
外
大

教授
の
中
的

制婚相CMも

と
ん
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
語
っ
て
く
れ

た。「
あ
れ
は、
六
六
年
の
十一
月
で

し
た
か。
た
ま
た
ま
訪
中
し
て
い
た

ん
で
す
が、
人
民
大
会
堂
で
劉
少
内川

と
磁
小
平
が
文
革
派
に
批
判
さ
れ
て

い
ま
し
た。

と
の
会
場
は持耐
震
な
ん
で
す
が、

劉
は
た
ば
ζ
を
プ
カ
プ
カ
吸
い
続
け

『
い
ま
に
見
て
い
ろ』
と
い
っ
た
態

度
だ
っ
た
し、
郡
小
平
は
地問
然
た
る

表
情
で
し
た
ね」

劉
少
北川
の
と
の
「
い
ま
に
見
て
い

ろ」
は、
十
余
年
を
経
て
い
ま
現
実

の
も
の
と
な
っ
た。

淫

東

興

失

脚

で

華

体

制

弱

ま

る

再
び
表
に
戻
っ
て、
災
力
者
た
ち

の
浮
沈
の
跡
を
た
ど
っ
て
み
よ
う。

文市
前
の
六
二
年
は
劉
少
脊、
郷

小
平
体
制
だ
っ
た。
六
六
年、

文背中

が
始
ま
る
と
林
彪
が
の
し
上
が
り、

七一
年
に
「
反
毛
ク
ー
デ
タ
ー
未
遂

事
件」
で
死
亡
す
る
ま
で、
副
主
席

を
独
占
し
て
い
る。

ζ
の
問、
人
事
は、
江

拘H女
史
ら

の
「
文
部
小
組」
と
呼
ば
れ
た
私
設

機
関
の
思
い
の
ま
ま
で、
郵
小
平
は

じ
め、
現
在、
政
治
局
口
と
し
て
カ

ム
バ
ッ
ク
し
て
い
る
膨
虫、
門別
栄

談、

隊怒
ら
は
失
脚、
冷
や
飯
組
と

な
っ
た。

一
方、
ひ
と
と
き
の
わ
が
世
の
春

を
溜
敬
し
た
の
は、
江
行
女
史
と
と越紫陽氏

も
に
「
上
海
グ
ル
ー
プ」
と
呼
ば
れ

た
磁
器
橋、
挑
文
元、
王
洪
文
と
か

林
彪
の
腹
心、
賞
氷
勝、

李作
郎、

兵
法
怒
ら
だ
っ
た。

現
主
席
の
議
国
鈴
も、
と
の
文
革

中
に、
頭
角
を
現
し
た
一
人
で
あ

る。

プ
グ
ピョ’
？
ア
シ

一
九
七
六
年、
中
国
は
「
不
平
風

的（
並
々
な
ら
ぬ）
年」
を
迎
え
た。

一
月、
周
恩
来
が
死去、
四
月
に

は
社
会
主
義
山地
図
以
来、
初
の
民
衆

暴
動
「
天
安
門」
事
件
が
発
生、
六

月
に
は
「
唐
山
大
地
震」
に
見
舞
わ

れ、
九
月
に
は
毛
沢
東
が
死
去
し

た。カ
リ
ス
マ
的
存
在
を
失
ぃ、
後
継

者
を
め
ぐ
る
文
革
派、
実
権
派
の
激

突
が
袋
而
化
し
て
き
た。
文
革
派
で

あ
り
な
が
ら
「
凶
人
組」
と
は
距
離

を
白
い
て
い
た
叢
国
鈴
が、
主
席
の

席
を
占
め
た
の
は、
両
派
の
妥
協
の

産
物
だ
っ
た。

乙
の
問、
邸
小
平
は
「
天
安
門
窃

件」
の
立
任
を
と
ら
さ
れ
て、
再
度

失
脚
し
て
い
た。
十
月
「
四
人
組」

が
逮
捕
さ
れ、
「
四
人
組」
以
外
の

文
革
派
と
実
権
派
の
上
に
乗っ
か
っ

た
載中
国
鈴
体
制
は、
そ
れ
な
り
に
留

ま
っ
た
か
に
見
え
た。

だ
が
翌
七
七
年
七
月、
郡
小
平
が

復
活、
事
態
は一
変
す
る。

「
た
と
え
ば
恋
い
け
ど、
分
か
り

ゃ
す
く
い
え
ば、
ヤ
ク
ザ
の一
家
と

し
ま
す。
組一
番
の
実
力
者
幹
部
の

磁
小
平
が、
『
天
安
門
事
件』
の
武
任

を
と
っ
て
ワ
ラ
ジ
を
は
い
て
い
た。

戻
つ
で
き
た
ら
続
分
は
死
ん
で
い

て、
ヘ
ン
な
男
が
二
代
自
に
な
っ
て

い
る。
よ
し
y
て
い
う
わ
け
で、
息

の
か
か
っ
た
子
分
を
集
め、
組
の
笑

絡
を
握
っ
た、
つ
い
で
に
反
対
派
を

追
い
出
し
た、
と
い
う
と
と
で
す

よ」
（
前
出
の
戸
張
記
者）

で
は、
二
代
目、
議
主
席
は
ど
う

な
る
か。

ア
ジ
ア
経
済
研
究
所
の
今
川
瑛一

さ
ん
は
と
う
み
る。

「
護
国
鋒
は、
も
う
二
年
前
に
弱

小
平
に
負
け
て
い
る
ん
で
す。
し
か

も
鄭
小
平
に
く
っ
つ
い
ち
ゃ
つ
た。

文
革
派
を
哀
切
っ
た
と
い
っ
て
も
い

い
で
し
ょ
う。
と
れ
か
ら
は、
儀
礼

的
な
役
割
だ
け
に
専
念
す
る
元
首
と

し
て
存
在
し
て
い
く
と
み
て
い
る
ん

で
す
が」中的教

授
も
と
う
い
う。

「
彼
は、一
昨
年
十
二
月
の『
三
中

全
会』
で、
従
来
の
文
革
路
線
を
捨

て
る
自
己
批
判
を
し
て、
郵
小
平
に
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歩
み
寄
っ
た
ん
で
す。

昨
年
の
大
平
訪
中
の
と
き
の
大
平

・
慈
会
談
で
も、
印
象
的
な
場
面
が

あ
り
ま
し
た。
主
席
な
ん
だ
か
ら
掌

k
と
し
て
い
れ
ば
い
い
ん
で
す
が、

会
談
中、
七
回
も
『
鄭
副
首
相
が・・

・・』
と
い
っ
て
る
ん
で
す
ね。
七
回

も
で
す
よ。

い
ま
や
力
は
な
い。
在
来
興
の
力

を
術
り
て
ζ
と
ま
で
き
ま
し
た・
け

ど、
そ
の
涯
東
興
が
今
回
失
脚
し
て

し
ま
っ
た
の
で、
い
よ
い
よ
弱
ま
る

ば
か
り
で
し
ょ
う」

と
す
る
と、
ζ
れ
か
ら
の
中
国
は

完
全
に
郵
小
平一
色
に
塗
り
つ
ぶ
さ

れ
て
い
く
の
か。
「
い
や」
と
い
っ

て

中嶋
教
授
が
続
け
る。

「
部
小
平
と
い
う
人
は、
大
衆
や

簿、
中
堅
幹
部
に
は
人
気
が
あ
る
ん

で
す
が、
ト
ァ
プ
レ
ベ
ル
の
迎
中
の

間
で
は、
意
外
と
人
気
が
な
い
ん
で

す。

ζ
と
し一
月
の
後
の
演
説
が
人
民

日
報
に
餓
ら
な
か
っ
た
り、
根
強
い

反
対
と
抵
抗
が
あ
る
よ
う
で
す」

今
川
さ
ん
も
ζ
う
い
う。

「
昨
年、
政
治
局
内
で
対
ソ
関
係

正
常
化
の
動
き
が
あ
り、
郡
小
平
の

親
米
路
線
が
批
判
さ
れ
た
ん
で
す。

あ
の
と
ろ
の
鄭
小
平
は、
マ
ル
コ

ス
・
フ
ィ
リ
ピ
ン
大
統
領
夫
人
に

『
も
う
辞
め
た
い』
と
い
っ
て
い
た

く
ら
い
で
す。
ζ
の
ま
ま
親
米、
反

ソ
路
線
が
続
け
ば、
当
分～
四同
体
制

は
安
泰
で
し
ょ
う
が、
反

回同勢
力
も

残
っ
て
い
る
の
で、
国
際
情
勢
の
綴

れ
方
次
第
で
は、
も
う一
度
逆
転
の

ケ
1
ス
も
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん」

数

で

は

復活

グ

ル

ー

プ

だ

が

喬
潜
で
発
行
さ
れ
て
い
る
「
7
7

1
・
イ
ー
ス
タ
ン
・
エ
コ
ノ
ミ
ッ
ク

・
レ
ビ
ュ
ー」
一
月
十一
日
号
に、

「
八
四
年
の
中
国
は
ど
う
な
っ
て
い

る
か」
に
つ
い
て
の
ハ
l
フ・
シ
リ

ア
ス
（京
商
品
半
分、
つ
ま
り
商
白

半
分）
の
物
語
が
絞
っ

冨い
た。
大

要
と
う
で
あ
る。

「
八
O
年、
強
国
鋒
の
地
位
は
低

下
す
る一
方
で、
文
字
通
り
名
ば
か

り
の
存
在
と
な
っ
て
し
ま
つ
だ。
八

一
年、
内
政
を
め
ぐ
る
意
見
の
対
立

か
ら
郡
小
平
が
首
相
に
就
任
し、
毛

沢
東
支
持
者
は
政
治
局
か
ら一
掃
さ

れ
た。
判明
国
鈴
は
つ
い
に、
名
目
上

の
地
位
も
失
っ
て
し
ま
っ
た。

そ
し
て
八
四
年、
八
十
裁
に
な
っ

た
鄭
小
平
は
脳
溢
瓜
で
倒
れ、
後
継

首
相
に
は、
郡
小
平
の
意
を
う
け
た

越
紫
防
（
七
七
年
党
中
央
政
治
局
候

補、
七
九
年
間
局
員、
そ
し
て
今
回

の
「
五
中
全
会」
で
岡
常
務
委
口、

と
ト
γ
ト
ン
拍
子
に
出
世
し
た
郷
小

平
の
股
心）
が
就
任
し
た。

し
か
し、
護
国
鋒
は
じ
っ
と
待
っ

て
い
た。
彼
は
ま
だ
六
十
四
歳
だ
っ

た。
部
小
平
の
も
と
に
結
集
し
て
い

る
陳
雲、
胡
総
邦
ら
は
『
老
兵』

で、
間
も
な
く
引
退
の
時
が
迫
っ
て

い
る。そ

の
と
き
と
そ、
議
国
鋒
が
若
手

の
毛
沢
東
支
持
者
を
結
集
し
て、
一
舟

び
総
力
の
座
に
座
る
チ
ャ
ン
ス
な
の

だ」戸
川駅
記
者
も
と
う
い
う。

「
現
在
の
政
治
局
員
は
二
十
六

人。
と
の
う
ち、
鄭
小
平
ら
復
活
グ

ル
ー
プ
は
十
七、
文
市
グ
ル
ー
プ
は

九、
数
の
う
え
で
は
復
活
派
が
圧
倒

的
だ
が、
時
間
は、
圧
倒
的
に
文
背中

グ
ル
ー
プ
に
有
利
で
す。

復
活
グ
ル
ー
プ
は
十
七
人
中
十
三

人
が
七
十
歳
以
上、
C
れ
に
比
べ
て

文
革
グ
ル
ー
プ
は、
七
十
歳
以
上
は

た
っ
た
二
人、
俊
志
福
の
四
十
六
歳

を
筑
頭
に、
あ
と
は
六
十
歳
代
と
若

い。当
分
グ
い
い
子H
K
し
て
い
れ

ば、
将
来
の
栄
光
は
黙
っ
て
い
て
も

手
に
は
い
る
ん
で
す。

そ
れ
に、
と
れ
は
重
要
な
ζ
と
で

す
が、
現
在
の
党
員
三
千
五
百
万
人

の
う
ち、
半
数
近
く
が
文
背中
後
に
入

党
し
た
人
た
ち
で
す。
つ
ま
り、
文

革
路
線
を
正
し
い
と
認
識
し
て
入
っ

た
人
た
ち
で
す
ね。

と
の
人
た
ち
は、
い
っ
て
み
れ
ば

菜
園
鈴
の
栗
田
で
す。
ま
だ
ま
だ
華

国
鈴
に
も
自
が
あ
る」

も
し
護
国
鈴
が
再
度、
笑
質
と
も

に
総
力
の
最
前
の
座
を
占
め
れ
ば、

今
度
は
務
国
鈴
に
よ
る
人
事
で
の
後

宮
が
あ
る
の
か。

「
人
間
万
都
議
翁
が
出向」

ま
ま
よ、
明
日
は
明
日
の
風
が
吹

ノ、。
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